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注
1

 
 
わ
が
国
で
最
初
に
色
彩
と
し
て
現
わ
れ
た
も
の
は
赤
色
で
あ
り
、
考
古
学
の

上
で
赤
色
は
縄
文
時
代
後
晩
期
以
降
の
貝
塚
人
骨
に
認
あ
ら
れ
、
最
盛
期
は
古

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
②

墳
時
代
前
半
期
で
後
半
に
入
る
と
急
激
に
お
と
ろ
え
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
ら

、
の
赤
は
、
主
と
し
て
天
然
に
産
出
す
る
土
や
鉱
物
の
、
素
朴
な
顔
料
を
指
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
3

お
り
、
こ
れ
に
類
す
る
色
は
、
古
く
、
魏
志
倭
人
伝
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
「
這
松
温
暖
、
'
冬
夏
食
生
菜
、
…
…
連
々
丹
塗
其
身
体
、
直
中
国
用

粉
也
、
」
 
（
八
○
）
、
 
「
出
自
珠
・
青
玉
、
其
山
有
田
、
」
 
（
八
一
）
．
の
よ
う

 
に
、
倭
国
で
は
、
中
国
で
粉
（
白
）
を
用
い
る
よ
う
に
、
 
「
朱
」
・
「
丹
」
を
・

身
体
に
塗
っ
た
と
あ
り
、
産
物
と
し
て
眞
珠
や
青
玉
が
あ
り
、
山
に
は
「
丹
」

が
産
出
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
申
国
へ
の
献
上
品
と
し

て
、
ま
た
中
国
よ
り
の
賜
物
．
と
し
て
、
「
景
初
二
年
六
月
、
倭
女
王
遣
大
夫
豊
頃

米
等
詣
郡
、
求
詣
天
子
朝
献
、
…
…
又
特
賜
汝
紺
地
句
文
錦
三
匹
・
細
班
華
中

 
五
張
・
白
絹
五
十
匹
・
金
八
両
・
五
尺
刀
二
口
・
銅
鏡
百
枚
・
眞
珠
・
釧
丹
各

 
五
十
斤
、
…
…
還
到
録
受
、
悉
可
以
魔
道
国
申
人
、
剥
製
国
家
哀
汝
、
故
鄭
重

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
正
始
）

賜
汝
好
物
也
。
」
 
（
八
二
）
、
 
「
其
四
年
、
倭
錦
復
遣
使
大
夫
伊
聲
曹
・
液
邪

狗
等
八
人
、
上
献
生
口
・
倭
錦
・
絡
青
練
・
縣
衣
・
吊
布
・
丹
・
木
狙
・
短
弓

矢
。
」
 
（
八
三
）
な
ど
と
あ
り
、
「
鉛
丹
」
、
「
丹
」
が
見
え
て
い
る
。
と
く

に
、
使
者
に
、
 
「
鉛
丹
」
等
を
賜
わ
っ
て
、
 
「
故
鄭
重
賜
汝
好
物
也
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
を
み
る
と
、
倭
国
人
に
は
、
好
物
、
す
な
わ
ち
、
愛
好
さ
れ
た
よ

う
で
、
そ
の
こ
と
を
中
国
に
も
知
ら
れ
て
い
た
程
で
あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
国
の
史
書
に
も
、
倭
国
と
、
赤
色

の
「
朱
」
、
 
「
丹
」
、
 
「
鉛
丹
」
と
の
か
か
わ
り
が
記
載
せ
ち
れ
て
お
り
、
考

古
学
の
見
解
と
も
つ
な
が
る
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
顔
料
と
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
赤
色
以
外
の
も
の
は
、
 
「
紺
青
五
十
匹
」
 
（
八
二
）
の
一
例
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
う
匹
”
と
数
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
い
わ
ば
、
紺
青
色
の
布
で
あ
り
、
顔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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料
の
紺
青
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
後
の
後
漢
書
倭
伝
に
も
、
 
「
其
大
倭

王
居
邪
馬
台
国
。
…
…
田
地
…
…
與
朱
崖
・
解
合
聖
王
、
…
」
-
出
白
珠
青
玉
、
．

其
山
有
丹
、
…
…
男
子
皆
鯨
面
文
身
、
…
…
三
男
…
…
女
人
・
…
・
・
年
歯
朱
粉
身
、

如
中
国
之
用
回
歴
。
」
 
（
八
四
）
と
あ
っ
て
、
魏
志
と
同
様
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
注
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さ
て
、
我
国
の
作
品
に
も
、
一
般
的
に
「
赤
」
と
称
せ
ら
れ
る
色
は
（
例
え

ば
、
古
事
記
に
も
、
 
「
赤
加
賀
智
」
 
（
須
佐
之
男
命
）
 
（
八
六
）
、
 
「
赤
猪
」

（
大
国
主
命
）
 
（
九
四
）
、
「
平
海
鱒
魚
」
 
（
耳
遠
理
命
）
 
（
一
四
〇
）
、
「
阿

（1）

上
代
の
赤
-
顔
料
を
主
に
ー



三
板
麻
」
 
（
火
遠
理
命
）
 
（
一
四
六
）
な
ど
と
、
神
代
か
ら
見
え
る
が
、
と
く

に
、
赤
色
の
顔
料
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、
 
「
赤
土
」
、
 
「
酪
」
、
 
「
朱
砂

（
沙
）
」
、
 
「
朱
」
、
 
「
虫
魚
」
、
 
「
丹
」
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
例
え

ば
、
万
葉
集
の
、
 
「
余
布
能
麻
建
保
」
 
（
1
4
三
五
六
〇
）
、
 
「
宇
島
乃
眞
赤

土
 
三
口
着
者
」
 
（
7
一
三
七
六
）
。
ま
た
、
風
土
記
の
、
 
「
該
二
朱
沙
「
因

日
二
丹
生
郷
こ
 
（
豊
後
国
）
 
（
三
六
六
）
、
 
「
以
二
月
浪
一
壷
…
…
於
レ
遊
出
二
軸

赤
土
一
…
…
」
（
逸
文
播
磨
国
）
 
（
四
八
三
）
な
ど
の
例
を
見
る
と
、
 
「
丹
」
と

「
眞
朱
」
、
 
「
眞
赤
土
」
と
「
丹
」
、
 
「
朱
沙
」
と
「
丹
」
、
 
「
丹
」
と
「
赤

土
」
が
関
連
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
程
、
明
確
な
区
別
は
な
く
、
名
称
は

異
な
っ
て
も
、
丹
“
適
意
1
1
眞
赤
土
”
赤
土
1
1
朱
沙
の
よ
う
に
、
大
ま
か
に
同

一
視
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
面
、
続
日
本
紀
の
、
 
「
令

三
近
江
国
献
二
金
属
一
。
伊
勢
国
二
瀬
雄
黄
。
常
陸
「
国
」
。
備
前
。
伊
豫
。
日

向
四
国
朱
沙
。
…
…
豊
後
国
眞
朱
。
」
（
文
武
天
皇
二
年
九
月
）
（
心
覚
）
な
ど

を
み
る
と
、
 
「
朱
沙
」
層
と
「
墨
焼
」
と
は
、
別
の
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
確
に
個
々
の
種
類
を
分
け
る
必
要
の
あ
る
場
合
は
、

区
別
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
通
常
は
同
じ
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

 
な
お
、
倭
名
類
聚
紗
に
は
、
 
「
巻
第
十
三
 
調
度
部
上
第
廿
二
条
絵
具
第
百

七
十
四
」
に
、
「
丹
砂
考
貸
切
韻
云
丹
砂
尉
構
矧
藤
似
粗
砂
而
不
鮮
明
者
也
」
、

「
朱
砂
 
本
草
云
朱
砂
最
上
者
謂
之
光
明
砂
」
と
あ
り
、
他
の
、
 
「
赤
土
」
、

「
朱
」
、
 
「
愈
愈
」
に
つ
い
て
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
 
「
緒
」
は
、
馬
の
毛

の
色
と
し
て
み
え
て
い
る
。
本
草
和
名
に
は
、
 
「
丹
砂
 
一
名
眞
朱
一
名
朱
引

 
…
」
 
（
第
三
巻
）
、
 
「
代
赫
欄
翻
案
騒
拙
之
…
…
一
名
昏
黄
一
名
赤
土
紀
祉
酬
名
子

和
名
阿
皇
都
知
出
太
宰
」
（
第
五
巻
）
、
 
「
鉱
丹
 
一
名
鉱
華
一
名
黄
丹
融
蹴
-

…
一
名
巴
丹
…
…
和
名
多
軸
」
 
（
第
五
巻
）
と
あ
る
。
ま
た
、
延
喜
式
に
は
、

「
代
鰭
 
阿
加
都
知
…
…
案
兼
名
苑
。
一
名
赤
土
。
」
（
附
一
〇
一
三
）
と
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 
「
耕
す
な
わ
ち
赤
色
ま
た
は
赤
色
物
に
対
す

る
呼
び
名
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
…
…
言
葉
の
違
い
に
よ
っ
て
顔
料
ま
で
異
な
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る
と
理
解
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
」
と
し
て
、
 
「
丹
」
、
 
「
眞
朱
」
、
 
「
朱
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砂
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
は
小
著
を
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、

市
毛
氏
は
、
赤
色
顔
料
（
朱
）
を
、
水
銀
朱
、
ベ
ン
ガ
ラ
、
鉛
丹
に
分
け
、
そ

の
水
銀
朱
は
、
「
朱
」
、
「
丹
砂
」
、
「
辰
砂
」
、
「
眞
朱
」
、
「
朱
砂
」
。
ベ
ン
ガ
ラ
は

「
丹
」
等
。
ま
た
、
鉛
丹
は
「
丹
」
等
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
水
銀
朱
は
天
然

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

に
辰
砂
と
し
て
産
出
す
る
一
方
、
水
銀
と
硫
黄
と
を
化
合
せ
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
。
ベ
ン
ガ
ラ
は
天
然
に
産
し
、
日
本
全
土
ど
こ
に
で
も
あ
る
。
こ
れ
が
わ
が
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国
で
最
初
に
現
わ
れ
た
赤
色
の
顔
料
で
あ
る
。
鉛
丹
は
鉛
の
酸
化
物
で
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
「
旙
」
に
つ
い
て
は
、
上
村
博
士

は
、
 
「
今
で
は
赤
土
よ
り
幾
分
褐
色
味
の
も
の
を
云
っ
て
み
て
、
そ
の
代
表
的

な
も
の
は
中
国
の
代
州
産
の
緒
即
ち
代
循
で
あ
る
が
、
昔
は
勿
論
そ
ん
な
赤
土
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と
酪
と
の
区
別
な
ど
を
し
て
み
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
」
と
い
わ
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
、
原
始
時
代
か
ら
み
ら
れ
る
赤
色
の
、
土
・
鉱
物
な
ど
の
、
塗

・
顔
料
が
平
安
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
文
学
作
品
の
上
で
は
僅
か
し
か
と
り
上

 
 
 
 
 
注
1
0

げ
ら
れ
な
く
な
る
の
に
対
し
て
、
上
代
の
作
品
に
は
、
種
々
の
名
称
で
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
人
び
と
に
と
っ
て
、

密
接
な
関
係
が
あ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
ら
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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．
ま
ず
、
そ
の
一
つ
の
「
丹
」
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
別
稿
で
と
り
あ
げ

た
正
倉
院
文
書
を
と
お
し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
い
・
わ
ば
、
顔
料
を
代

表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
 
「
大
安
寺
造
仏
所

（2）



解
 
申
請
忌
事
」
（
三
-
二
三
七
、
二
三
八
）
の
場
合
な
ど
、
「
丹
」
と
あ
る
が
、

そ
の
申
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
白
青
、
緑
青
、
白
緑
で
、
「
丹
」
は
み
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
 
「
仏
像
彩
色
料
奉
請
注
文
」
 
（
十
二
i
二
五
四
）
に
、
「
二

一
 
 
 
 
三
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

丹
合
十
二
種
」
と
あ
ゆ
、
「
丹
」
と
、
そ
の
他
、
緑
青
、
白
膚
、
同
黄
、
孝
子
、

胡
粉
、
金
主
、
朱
沙
、
白
青
、
金
壷
、
金
・
銀
墨
な
ど
の
顔
料
名
が
あ
げ
ら

れ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
「
丹
」
と
称
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
 
「
請
丹
直
々
壼

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
中
）

三
重
貫
」
に
は
、
大
亥
子
、
中
事
子
、
上
口
遡
上
、
□
朱
沙
、
下
弓
沙
、
＋
同
種

の
直
段
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
丹
」
そ
の
物
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
後
に
も
、

「
右
銭
以
□
丹
井
手
等
、
准
注
進
如
件
、
」
 
（
天
平
宝
字
六
年
）
 
（
十
五
一
三

五
一
）
と
重
ね
て
記
さ
れ
・
て
い
る
。
つ
ま
り
、
姻
子
、
朱
沙
、
連
糸
等
の
顔
料

を
も
「
丹
」
と
称
し
て
い
る
。
，
「
武
布
副
用
早
事
」
 
（
天
平
勝
宝
四
年
）
 
（
十

ニ
ー
二
五
五
）
も
、
 
「
丹
」
と
共
に
、
金
田
、
朱
沙
、
同
順
、
胡
粉
、
白
青
、
‘

姻
子
、
緑
青
、
島
育
、
白
緑
、
阿
膠
が
記
さ
れ
、
総
合
し
て
「
丹
」
と
称
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
 
「
雑
丹
」
と
い
う
場
合
は
、
緑
青
、
翠
緑
、

紫
土
、
姻
子
、
阿
膠
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
（
十
四
-
三
四
四
）
、
厨
じ
く
、
 
「
二

貫
七
十
二
文
買
雑
丹
薬
」
 
（
十
六
-
三
〇
〇
）
に
は
、
白
青
、
胡
粉
、
緑
青
、

四
緑
、
蚕
室
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
 
「
丹
」
は
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
顔

料
の
代
表
名
、
総
称
名
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
程
、
顔
料
の
申
で
主
要
の
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に

と
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
 
「
丹
」
は
”
土
”
を
意
味
す
る
と
言
わ
れ
る
。

し
か
し
、
文
献
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
よ
っ

て
も
、
赤
土
、
黄
土
、
白
土
等
の
素
朴
な
塗
料
と
し
て
の
．
土
”
の
類
の
総
称

と
さ
れ
て
い
る
例
は
な
い
し
、
そ
れ
ら
と
同
じ
場
に
一
括
さ
れ
て
記
さ
れ
て
い

る
例
も
な
い
。
必
ず
、
す
ぐ
れ
た
顔
料
で
あ
る
白
青
、
金
鉱
、
緑
青
、
白

緑
、
胡
粉
、
甘
子
、
同
黄
、
朱
点
、
男
鹿
（
土
と
い
う
名
が
付
さ
れ
て
い
る

上
代
の
赤
 
一
顔
料
を
主
に
一

＼

が
、
土
で
は
な
く
顔
料
）
と
同
列
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
こ
れ
ら
の
総
名

と
し
て
「
丹
」
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
正
倉
院
文
書
に

は
、
そ
の
約
一
〇
〇
二
分
に
わ
た
っ
て
、
 
「
丹
」
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
矧

裏
古
文
書
（
二
十
五
-
六
四
～
一
六
七
）
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
包
表
、
毛
包

表
、
内
包
表
、
外
包
括
紙
紐
等
の
料
紙
に
は
、
 
「
勝
宝
五
年
六
月
十
五
日
定
」

（
う
ち
三
例
の
み
十
六
日
と
あ
る
）
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
に
、
「
丹
」
の

品
質
が
、
丹
、
土
丹
、
中
丹
、
下
丹
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
各
々
の
重

量
が
、
大
（
太
）
小
に
分
け
ら
れ
、
斤
、
両
、
分
な
ど
仔
細
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
 
「
下
一
斤
十
一
両
太
「
五
年
六
月
＋
六
日
定
」
…
…
」
 
（
二
十
五
一
一
．
二
九
×

・
「
丹
一
斤
十
一
両
太
下
竪
単
玉
瓦
料
」
 
（
二
十
五
一
一
二
九
、
 
一
三
六
）
 
「
下

二
十
太
一
両
一
雪
颪
「
五
年
六
月
＋
五
日
定
」
」
（
二
十
五
一
一
四
二
）
、
「
下
品
丹

二
斤
一
両
太
合
玉
瓦
料
」
（
二
十
五
-
一
四
二
）
、
 
コ
斤
大
沼
洗
兵
大
一
三
四

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
u
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
勝
宝
）
五
年
六
月
十
五
日
定

両
」
 
（
二
十
五
一
一
五
五
）
、
 
「
上
丹
三
斤
六
両
小
 
下
一
斤
大
 
 
」
 
（
二

＋
五
⊥
ハ
四
）
・
「
降
監
雇
六
月
＋
五
日
一
下
一
斤
大
中
薫
習
大
中
矧
三
絶

三
両
…
…
」
 
（
二
十
五
-
七
三
）
、
 
「
丹
一
斤
一
両
三
分
中
一
斤
大
」
 
（
二
十
五

一
＝
二
）
、
「
「
下
墨
一
斤
」
下
二
斤
一
両
太
 
「
勝
宝
五
年
六
月
＋
五
日
定
」
」
（
二

'
十
五
-
一
二
三
）
、
「
丹
大
一
斤
道
守
廣
万
年
作
」
 
（
二
十
五
i
一
五
七
）
な

ど
が
、
ご
く
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
品
質
に
従
っ
て
、
種
々

の
用
途
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
例
え
ば
、
「
作

金
堂
字
解
…
…
合
伍
拾
仁
人
綿
H
」
一
駄
八
三
嘘
駄
…
…
矧
工
染
部
枚
人
凶
日
百
六
＋

…
…
右
九
人
一
等
各
緬
二
匹
 
綿
親
藩
 
布
三
端
」
 
（
十
六
-
三
〇
八
～
三
〇

九
）
の
よ
う
に
、
 
”
丹
工
”
と
い
う
職
業
名
の
専
門
技
術
者
が
い
た
程
、
重
視

さ
れ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
 
「
丹
」
は
、
正
倉
院
文
書
に
よ
れ
ば
、
 
「
丹
」
自
体
は
も
と

（3）



よ
り
、
 
「
朱
沙
」
そ
の
他
多
種
の
顔
料
を
代
表
す
る
も
の
と
遷
れ
、
 
”
丹
工
”

と
い
う
職
業
名
も
あ
り
、
あ
る
い
は
、
同
一
日
に
大
量
の
「
丹
」
が
扱
わ
れ
た

例
も
あ
り
、
さ
ら
に
、
品
質
も
分
類
さ
れ
て
お
り
、
「
当
時
、
必
需
品
と
し
て
各

国
々
か
ら
多
く
集
め
ら
れ
、
重
要
な
顔
料
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
の
専

門
家
も
養
成
せ
ら
れ
て
い
た
程
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

 
上
代
の
作
品
に
も
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
う
か
が
え
る
例
が
少
な
く
な
い
。

風
土
記
の
、
「
矧
生
轟
旨
煮
時
之
只
取
・
缶
沿
該
・
調
函
目
一
正

肉
郷
こ
（
豊
後
国
）
（
三
六
六
）
の
、
海
部
郡
の
丹
生
郷
の
命
名
の
起
原
を
説
明

し
て
い
る
例
の
よ
う
に
、
丹
生
と
い
う
地
名
が
各
地
に
多
い
。
こ
れ
は
、
 
「
冷

血
」
、
 
「
丹
」
の
よ
う
な
赤
色
顔
料
が
産
出
す
る
こ
と
を
地
名
と
す
る
こ
と
自

体
に
、
上
代
の
人
び
と
の
関
心
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
こ
れ
を

重
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
丹
生
は
、
郷
の
名
ば
か
り
で
な

く
、
川
、
山
、
さ
ら
に
、
人
名
、
神
名
に
も
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

風
土
記
の
丹
生
郷
を
は
じ
め
、
日
本
書
紀
に
は
、
．
「
於
是
、
天
皇
甚
六
、
…
…

而
三
二
干
丹
生
川
上
一
、
用
祭
二
天
神
地
祇
一
。
」
 
（
神
武
天
皇
即
位
前
回
戊
午

年
九
月
）
 
（
上
二
〇
一
）
、
 
「
凝
霜
之
日
、
吾
今
迄
以
二
嚴
翁
一
、
沈
二
子
丹
生

之
川
一
。
」
 
（
全
）
 
（
上
二
〇
三
）
、
「
天
皇
大
喜
、
乃
抜
二
輪
丹
生
川
上
之
五

百
箇
眞
坂
樹
一
、
以
祭
民
需
神
一
。
」
 
（
全
）
 
（
上
二
〇
三
）
と
あ
っ
て
、
奈
良

、
県
宇
陀
郡
榛
原
町
の
南
を
流
れ
、
伊
賀
国
に
向
う
川
（
上
二
〇
一
頭
注
）
の
名

と
し
て
見
え
る
。
万
葉
集
に
も
、
 
「
余
布
」
 
（
1
4
三
五
六
〇
）
、
 
「
余
布
乃
河

」
 
（
7
一
一
七
三
）
、
 
「
丹
生
乃
河
」
 
（
2
一
三
〇
）
、
 
「
丹
生
檜
山
」
 
（
1
3

三
二
三
二
）
、
 
「
丹
生
之
山
辺
」
 
（
1
9
四
一
七
八
）
の
よ
う
な
、
山
、
川
な
ど

の
地
名
と
し
て
、
さ
ら
に
、
 
「
丹
生
女
王
」
 
（
4
五
五
三
・
8
＝
ハ
一
〇
の
題

詞
）
、
 
「
丹
生
王
」
 
（
3
四
二
〇
の
題
詞
）
の
よ
う
な
人
名
毛
み
ら
れ
る
。
な

 
 
 
 
 
注
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お
、
続
日
本
紀
に
に
は
、
 
「
丹
生
郡
」
 
（
越
前
）
 
（
宝
亀
五
・
三
・
九
、
同
十
・

 
一
・
十
二
・
四
、
二
十
一
・
十
二
ぴ
十
四
）
、
 
「
丹
生
女
王
」
 
（
天
平
十
一
・

正
・
十
三
、
天
平
勝
宝
二
・
八
・
五
）
、
「
丹
生
川
上
神
」
 
（
大
和
）
 
（
天
平

宝
字
廿
・
五
・
二
十
八
、
こ
の
他
十
五
例
）
な
ど
、
地
名
、
人
名
」
さ
ら
に
、

神
名
も
見
え
る
。
丹
生
に
つ
い
で
、
 
「
丹
生
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
、
丹
が

生
ま
れ
る
（
丹
を
生
む
）
こ
と
で
、
辰
砂
の
産
出
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ

・
う
。
丹
生
地
名
を
有
す
る
地
域
は
か
つ
て
辰
砂
が
産
出
し
て
い
た
こ
と
を
示

し
、
…
…
辰
砂
は
丹
・
丹
砂
・
朱
・
朱
砂
と
称
さ
れ
、
朱
砂
が
生
ま
れ
る
翻
す
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な
わ
ち
丹
生
郷
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
丹
生
は
、

 
「
そ
し
て
松
田
博
士
は
丹
生
地
名
（
異
字
を
含
ま
な
い
）
を
全
国
四
六
個
所
あ

げ
、
そ
れ
ら
を
地
域
ご
と
に
見
る
と
、
若
狭
湾
岸
と
吉
野
・
紀
伊
川
流
域
に
集

約
し
て
分
布
し
て
い
る
。
つ
い
で
、
伊
勢
と
豊
後
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。
丹
生

神
社
ま
た
は
そ
れ
に
関
す
る
寺
社
は
五
三
例
あ
げ
て
お
ら
れ
、
こ
の
場
合
も
地

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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名
と
同
じ
く
、
若
狭
湾
岸
と
紀
ノ
川
・
吉
野
川
流
域
に
集
申
し
て
い
る
。
」
と

・
あ
る
。

 
 
こ
の
よ
う
に
、
赤
色
顔
料
の
産
出
す
る
地
を
、
そ
の
事
実
を
名
称
と
し
て
つ
・

け
た
こ
ど
も
、
地
名
か
ら
人
名
、
神
名
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
も
、
ま
た
こ
れ

が
五
十
ケ
所
を
こ
え
る
程
多
い
こ
と
も
、
こ
れ
が
我
国
に
多
く
産
出
し
、
上
代

で
は
そ
れ
を
人
び
と
が
必
需
品
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
の
証
で
あ
ろ
う
。

（二）

 
こ
の
よ
う
に
、
考
古
学
上
か
ら
も
、
ま
た
、
外
国
の
史
書
、
さ
ら
に
、
．
上
代

の
詳
細
な
記
録
文
書
、
諸
作
品
か
ら
も
、
赤
の
．
 
「
丹
」
、
 
「
朱
」
、
 
．
「
朱

砂
」
、
「
眞
朱
」
、
馳
「
緒
」
、
 
「
眞
赤
土
」
等
が
、
当
時
の
人
び
と
に
深
い
か

（4）



》

か
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
～
塗
・
顔
料
を
含
め

て
の
、
赤
9
と
い
う
色
に
、
上
代
人
は
ど
の
よ
う
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
の

か
、
何
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
ら
の
点
を
文
学
作
品
を
と
お
し
て
探

っ
て
み
た
い
。

 
ω
縄
文
時
代
か
ら
赤
は
皿
や
鉢
な
ど
の
土
器
、
土
製
の
装
身
具
、
さ
ら
に
人

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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骨
に
塗
ら
れ
た
色
で
あ
り
、
土
偶
に
も
多
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
実

際
、
古
墳
が
．
赤
〃
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
多
く
、
 
「
王
塚
古
墳
の
…
…

天
井
石
に
至
る
側
壁
の
石
積
み
に
は
、
 
一
面
に
丹
が
塗
っ
て
あ
る
だ
け
で
な

く
、
荒
男
の
入
口
の
左
右
の
壁
を
な
す
巨
石
の
面
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
向
か
い
合

う
よ
う
に
、
人
の
乗
っ
た
馬
が
黒
と
丹
彩
で
三
頭
ず
つ
画
か
れ
て
い
た
ら
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
り

い
。
両
側
の
巨
石
面
と
そ
の
上
に
架
し
た
石
の
梁
に
は
、
ま
た
蕨
雷
文
・
双
脚

輪
状
文
と
京
大
報
告
書
で
名
づ
け
て
い
る
模
様
と
珠
文
が
、
や
は
り
丹
を
地
色

に
し
て
緑
・
赤
・
黄
な
ど
の
色
で
画
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
主
室
に
入
る
と
…

…
ま
た
巨
石
か
ら
上
は
、
天
井
ま
で
丹
を
塗
っ
た
上
に
珠
文
を
ち
り
ば
め
て
い

る
。
正
面
の
石
屋
形
も
緑
・
赤
・
黄
・
，
黒
で
三
角
つ
な
ぎ
の
地
文
が
あ
り
、
奥

壁
に
は
靱
が
、
…
…
上
面
戸
帳
の
皿
状
の
凹
所
も
赤
・
黄
・
緑
の
同
心
円
で
飾

 
 
 
注
1
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っ
て
い
る
。
」
と
言
わ
れ
る
。
な
お
、
最
近
、
奈
良
・
藤
ノ
木
古
墳
か
ら
「
色

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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鮮
や
か
な
朱
塗
り
の
石
棺
出
土
」
と
い
う
見
出
し
の
ニ
ュ
ー
ス
が
掲
載
さ
れ

た
。
 
「
玄
室
に
置
か
れ
た
家
形
石
棺
は
、
…
…
外
側
の
ほ
ぼ
全
面
に
水
銀
朱
で

鮮
や
か
な
彩
色
が
施
さ
れ
て
あ
っ
た
。
こ
の
朱
色
彩
色
は
魔
よ
け
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
普
通
は
内
側
だ
け
に
塗
ら
れ
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
外
側
に
も
あ

る
の
は
ま
れ
と
い
う
。
…
…
橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
①
石
室
が
巨
大
②
石

棺
の
外
側
に
も
朱
色
の
彩
色
が
あ
る
一
な
ど
の
点
か
ら
、
当
時
の
豪
族
の
首
．

長
ク
ラ
ス
の
墓
と
み
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
斑
鳩
を
本
拠
地
と
し
た
膳
氏
の
首

上
代
の
赤
-
顔
料
を
主
に
一

長
、
膳
臣
縦
子
（
か
し
わ
で
の
お
み
軋
か
た
ぶ
こ
）
が
最
有
力
候
補
と
し
て
浮

か
び
上
が
っ
て
い
る
。
」
（
勢
子
は
聖
徳
太
子
の
四
人
の
妃
の
一
人
菩
岐
岐
美
郎

女
（
ほ
き
き
み
の
い
ら
つ
め
）
の
父
に
あ
た
る
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

聖
徳
太
子
の
お
ら
れ
た
奈
良
の
斑
鳩
に
あ
る
古
墳
の
中
の
鮮
や
か
な
「
朱
」
塗

り
の
石
棺
が
千
四
百
年
ぶ
り
に
眠
か
ら
さ
め
た
、
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
私
毛

熊
本
県
山
鹿
の
国
指
定
史
跡
と
し
て
の
彩
色
古
墳
の
う
ち
の
、
チ
ブ
サ
ン
、
弁
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慶
が
穴
の
古
墳
を
見
学
し
た
が
、
そ
の
玄
室
壁
画
や
、
ま
た
第
2
部
門
の
壁
画

に
は
、
青
・
宕
コ
赤
で
、
三
角
・
菱
形
・
註
文
等
の
幾
何
学
的
模
様
や
、
人

物
、
馬
、
鳥
、
船
な
ど
が
画
か
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
両
壁
画
と
も
最
も
赤
が

多
く
塗
ら
れ
て
い
て
、
彩
色
古
墳
で
も
赤
色
顔
・
塗
料
が
主
体
と
な
っ
て
い

て
、
重
要
な
意
義
が
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
我

国
で
は
、
古
代
、
 
”
赤
”
が
大
き
な
意
義
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
、
や
は
り
、
新
聞
の
報
道
「
彩
色
さ
れ
た
古
代
人
骨
発
掘
ア
ル
タ
イ
調
査
，

注
1
9

団
」
に
よ
る
と
、
 
「
ア
フ
ァ
ナ
シ
ェ
ボ
文
化
期
の
未
盗
掘
古
墳
を
調
査
、
一
面

の
赤
色
土
で
眞
っ
赤
に
彩
色
さ
れ
た
古
代
人
骨
や
貴
重
な
遺
品
を
発
掘
し
た
。
」

と
あ
り
、
「
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
（
ソ
連
）
十
四
日
共
同
」
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
「
北

ア
ジ
ア
国
際
学
術
交
流
ア
ル
タ
イ
調
査
団
」
 
（
団
長
・
加
藤
晋
平
筑
波
大
教
授
「

ら
五
人
）
が
、
北
ア
ジ
ア
で
最
初
の
金
属
器
文
化
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
フ
ァ
ナ

シ
ェ
ボ
文
化
期
の
未
盗
掘
古
墳
を
調
査
し
た
際
の
こ
止
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、

で
、
我
国
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

 
”
赤
多
に
対
し
て
は
「
血
液
と
同
等
の
価
値
を
見
い
出
し
、
畏
怖
し
、
神
聖

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
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な
る
も
の
と
し
て
の
地
位
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
、
 
「
古
代
社
会
に
お
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け
る
朱
は
呪
術
性
を
お
び
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
池
田
氏
も
、
 
「
伝
承
文
化
趣
致
」
の
「
第
十
四
章
古
代
人
の
「
丹
の
色
」

（5）



、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
2

に
関
す
る
情
緒
-
前
絵
画
的
な
も
の
に
関
す
る
呪
術
信
仰
」
に
お
い
て
、

 
 
 
 
 
 
 
に

「
な
か
ん
ず
く
「
丹
の
色
」
の
こ
ど
き
、
人
間
の
生
活
力
と
密
に
結
ん
で
い
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
セ
ン
チ
メ
ン
ト

火
と
か
、
血
液
の
よ
う
な
も
の
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
情
緒
を
伴

う
色
彩
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
 
（
三
九
一
）
、
 
「
…
…
わ
が
国

鳥
代
人
の
色
彩
に
関
す
る
態
度
を
う
か
が
う
に
、
こ
こ
で
も
赤
色
に
対
す
る
も

の
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
る
。
」
 
（
三
九
五
）
と
し
て
、
小
稿
が
次
に
あ
げ
る

よ
う
な
例
を
記
し
、
 
「
…
…
丹
の
色
、
す
な
わ
ち
赤
色
に
対
す
る
関
心
は
、
た

だ
に
、
最
も
強
い
と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
で
へ
何
か
そ
こ
に
は
、
非
常
に
象
徴

的
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
の
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
（
三
九
九
）
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

「
ロ
バ
ー
ト
ー
ー
ブ
リ
フ
ォ
ー
ト
も
、
…
…
古
代
な
い
し
未
開
の
墳
墓
内
を
赤
く

塗
っ
て
あ
る
の
は
、
生
命
体
の
一
形
態
と
し
て
の
血
液
の
意
味
を
持
つ
も
の

で
、
そ
れ
は
ま
た
未
開
の
禁
忌
と
関
連
の
あ
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
」
 
（
四
〇
三
）
、
 
「
…
…
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
種
々
の
色
彩
の
う
ち
「
丹

の
色
」
は
、
．
血
液
と
火
と
の
、
人
問
生
活
の
基
調
に
横
た
わ
る
重
大
な
要
素
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
古
墳
な
ど
に
お
い
て
、
こ
と
に
多
量
の
赤

色
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
か
か
る
情
緒
的
な
背
景
を
負
う
て
い
る
も
の

が
あ
る
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
 
（
四
〇
六
）
と
ハ
 
「
丹
」
等
の
赤

色
が
、
古
代
に
お
け
る
原
始
宗
教
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
あ
げ
て
お
ら
れ

る
。 

”
赤
”
の
色
は
、
上
代
の
作
品
、
例
え
ば
、
古
事
記
の
三
輪
山
伝
説
の
中
の

「
赤
土
」
、
す
な
わ
ち
、
活
玉
葛
毘
費
が
妊
娠
し
た
た
め
、
父
母
が
そ
の
夫
を
知

る
た
め
に
、
「
謳
＝
其
々
一
日
、
以
二
劉
一
散
二
霊
前
一
、
以
二
閑
蘇
蹴
冗
帯
固
守
一
．

貫
レ
針
、
刺
二
其
衣
欄
一
。
」
（
崇
神
天
皇
）
 
（
一
八
二
）
の
よ
う
に
、
 
「
赤
土
」

を
床
の
辺
に
ま
き
散
ら
し
た
の
は
、
土
の
赤
に
霊
力
を
感
じ
た
か
ら
で
あ

り
、
夫
が
三
輪
の
神
社
で
と
ど
ま
っ
た
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
生
ま
れ
た
子

は
神
の
子
で
あ
る
と
知
ら
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
太
陽
托
胎
卵
生

 
注
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説
話
に
お
け
る
赤
い
玉
。
す
な
わ
ち
、
 
「
又
昔
、
…
…
新
羅
国
有
一
二
二
一
。
…

…
此
沼
之
辺
、
一
賎
女
書
芸
。
於
・
是
日
耀
・
如
・
虹
、
指
二
其
江
上
心
、
…
…
故
、

是
女
人
、
自
二
其
転
寝
時
一
、
妊
身
、
生
二
赤
玉
一
。
爾
其
所
レ
伺
賎
夫
、
乞
レ
取
二
重

玉
一
、
恒
裏
著
・
腰
。
…
…
幣
二
野
国
主
之
子
一
。
故
、
赦
二
其
賎
夫
一
、
将
司
来
翠
玉
「
、

置
レ
三
二
床
辺
一
、
即
化
二
美
麗
嬢
子
一
。
侃
三
富
二
嫡
妻
一
。
…
…
北
下
鷹
・
爲
二
汝
妻
一

之
女
・
蒋
・
行
・
五
口
祖
之
堅
。
…
留
・
チ
難
波
曾
爾
園
山
籍
苺
」

（
金
神
天
皇
）
 
（
二
五
四
、
二
五
六
）
と
い
う
一
節
の
、
太
陽
が
虹
の
よ
う
に

輝
い
て
陰
型
を
照
ら
し
た
た
め
妊
娠
し
て
生
ん
だ
の
が
赤
い
色
の
玉
で
、
そ
の

赤
玉
は
人
の
手
を
へ
て
、
や
が
て
国
主
の
子
の
床
の
辺
に
お
か
れ
、
美
麗
な
女

性
に
化
し
て
現
わ
れ
る
。
国
主
の
子
は
、
そ
の
美
女
と
結
婚
す
る
が
、
後
に
、

妻
は
祖
国
へ
行
く
と
い
っ
て
難
波
に
至
り
、
比
責
馬
曽
社
の
阿
加
流
比
費
神

と
し
て
鎭
座
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
新
羅
と
我
国
に
わ
た
る
説
話
の
玉
の

．
赤
〃
も
、
神
秘
的
、
呪
的
な
意
義
が
託
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
9
「
故
、
美
和
之
大
物
主
神
見
直
写
、
其
美
人
爲
二
大
便
一
之
時
、
化
二
丹
塗

矢
一
、
自
・
其
爲
・
大
便
乏
溝
・
流
下
突
・
其
美
人
之
富
登
．
蝶
鰹
弓
・
．
・

…
故
、
学
食
謂
二
，
神
御
子
 
也
。
」
 
（
神
武
天
皇
）
 
（
一
六
〇
、
一
六
二
）
の
、

三
輪
山
に
斎
き
ま
つ
る
大
物
主
神
が
、
 
「
丹
」
で
塗
っ
た
赤
い
矢
に
化
し
て
、

さ
ら
に
、
勢
夜
陀
多
良
比
責
の
床
の
辺
で
忽
ち
美
男
子
に
成
ケ
、
比
喪
と
臆
し

て
、
神
武
天
皇
の
皇
后
と
な
ら
れ
た
御
子
が
生
ま
れ
た
、
と
い
う
。
こ
の
「
丹
」
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の
矢
は
、
雷
神
の
表
徴
で
も
あ
り
、
呪
術
的
な
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
話
は
、
逸
文
風
土
記
に
も
、
「
玉
劃
一
斜

面
二
石
川
瀬
見
小
川
一
々
遊
爲
時
 
丹
塗
矢
 
自
二
川
上
「
流
下
 
乃
取
挿
二
置

（6）



床
辺
一
原
信
生
二
男
子
一
…
…
所
レ
謂
丹
塗
論
者
乙
訓
郡
社
計
算
雷
神
在
」
（
山

城
国
）
 
（
四
一
五
）
と
あ
り
、
火
雷
神
が
、
 
「
丹
」
塗
矢
と
な
り
、
そ
れ
を
床

の
辺
に
さ
し
て
お
い
た
た
め
、
比
頁
は
妊
娠
し
て
子
が
生
ま
れ
た
と
い
う
、

「
丹
」
塗
矢
が
呪
力
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
古
事
記
の
、
蓑
祁
命

の
詠
と
し
て
の
、
 
「
物
部
之
、
我
夫
子
之
、
取
楓
、
於
二
大
刀
聖
心
上
一
、
丹
書

著
、
其
講
者
、
載
二
等
幡
｝
、
立
赤
心
、
見
者
五
十
隠
、
」
 
（
清
寧
天
皇
）
 
（
三

二
四
）
の
、
太
刀
に
書
き
つ
け
た
「
丹
」
、
下
げ
緒
の
幡
の
．
赤
”
、
こ
れ
ら

は
敵
が
見
る
と
畏
怖
を
感
じ
隠
れ
る
、
と
い
う
意
を
あ
ら
わ
し
、
強
い
霊
力
を

持
つ
と
受
け
と
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
逸
文
風
土
記
に
は
、
 
「
息
長
帯
日

女
命
欲
・
平
二
新
羅
国
一
下
坐
之
時
疇
二
於
衆
神
一
爾
時
国
堅
大
神
之
子
爾
保

都
晶
質
命
 
著
二
国
造
石
坂
比
責
二
一
教
日
 
好
治
二
奉
我
前
一
堂
 
我
爾
二
二
善

験
一
等
…
…
応
手
新
羅
国
 
 
以
二
姦
直
一
而
 
將
二
平
言
言
一
如
レ
此
些
些
 
於
・

此
出
二
士
赤
土
一
其
土
塗
二
天
之
逆
垂
心
建
二
神
舟
之
膳
舳
一
押
染
二
御
舟
裳
及

御
軍
之
着
衣
一
箪
麗
二
濁
海
水
一
渡
賜
之
時
…
…
」
（
播
磨
国
）
（
四
八
三
）
と
あ

り
、
「
赤
土
」
が
「
旧
領
二
善
験
一
毛
」
と
あ
る
、
神
力
の
表
示
と
な
る
物
に
あ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
そ

り
、
そ
れ
を
枠
に
塗
り
、
舟
の
裳
と
軍
衣
に
染
め
つ
け
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
海

水
に
入
れ
て
濁
し
て
、
 
「
丹
」
の
色
の
浪
を
立
て
て
進
ん
だ
た
め
、
航
行
を
妨

げ
る
物
も
な
く
、
つ
い
に
、
新
羅
を
平
伏
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ

の
「
赤
土
」
を
賜
わ
っ
た
神
を
、
紀
伊
国
管
川
の
藤
代
の
峯
、
す
な
わ
ち
、
丹

生
川
の
発
源
地
に
鎭
め
奉
っ
た
。
爾
保
管
比
費
命
の
神
名
は
赤
色
顔
料
の
産
出

を
意
味
す
る
地
名
の
”
丹
生
”
に
よ
る
。
こ
の
例
も
い
う
ま
で
も
な
く
、
 
「
赤

土
」
、
 
「
丹
」
な
ど
の
、
顔
・
塗
料
の
”
赤
”
が
、
神
の
名
と
か
か
わ
り
を
も

ち
、
そ
の
神
の
言
う
善
験
の
物
で
あ
り
、
絶
大
な
霊
力
を
も
つ
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
日
本
書
紀
に
、
・
「
於
是
、
兄
著
憤
鼻
、
以
レ
謡
講
レ
掌
塗
レ
面
、

上
代
の
赤
i
顔
料
を
主
に
！

告
二
巴
弟
一
日
、
吾
汚
・
身
如
・
此
。
永
爲
二
汝
俳
優
好
心
。
乃
墾
レ
足
踏
行
、
学
二
其

溺
苦
之
状
一
。
…
…
自
・
葉
叢
・
今
、
曽
無
二
廃
絶
一
。
」
 
（
神
代
下
）
 
（
上
一
八

五
）
と
い
う
兄
の
火
南
俵
（
火
責
降
）
命
と
、
弟
の
蝉
折
（
彦
火
火
出
見
）
尊

の
、
海
幸
、
山
幸
の
神
話
が
載
せ
ら
れ
、
兄
が
弟
の
徳
（
海
神
に
教
え
ら
れ
た

呪
術
を
行
な
う
）
を
知
っ
て
、
罪
に
伏
そ
う
と
し
て
溺
れ
る
様
を
す
る
、
そ
の

時
、
掌
や
面
に
塗
っ
た
の
が
「
赫
」
、
つ
ま
り
「
赤
土
」
で
あ
っ
た
。
身
を
汚

す
意
を
現
わ
し
弟
の
呪
力
に
負
け
・
て
従
う
こ
と
を
示
す
た
め
に
使
っ
た
こ
の

「
緒
」
も
、
や
は
り
呪
的
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
く
、
紀
の
、

「
九
年
春
三
月
甲
子
朔
戊
寅
、
天
皇
夢
有
二
神
人
一
、
謳
隠
亡
、
以
二
御
盾
八
枚

・
赤
墨
八
事
一
、
祠
二
墨
坂
神
［
。
亦
以
二
黒
盾
八
枚
・
黒
矛
八
竿
一
、
祠
二
大
坂

神
一
。
」
 
（
崇
神
天
皇
）
 
（
上
二
四
三
）
の
盾
・
矛
の
”
赤
”
も
、
夢
中
に
神

人
の
謳
え
で
示
さ
れ
た
も
の
で
、
霊
的
な
意
義
が
託
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。
ま
た
、
神
功
皇
后
を
攻
め
よ
う
と
す
る
、
塞
坂
王
・
忍
熊
王
の
二
王
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が
祈
棄
し
た
時
、
出
現
し
た
の
が
”
赤
”
い
猪
で
、
こ
れ
が
親
元
王
を
言
い
殺

し
た
、
と
い
う
、
こ
れ
を
「
是
事
大
怪
也
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
赤
猪
子

出
之
登
二
假
肢
一
、
咋
二
贈
坂
王
一
而
殺
焉
」
（
神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
）
（
上
三

四
三
、
三
四
五
）
と
い
う
こ
と
に
よ
り
軍
士
が
傑
え
て
戦
え
な
く
な
っ
た
と
い

う
の
も
、
神
意
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
猪
が
．
赤
”
の
色
で
あ
る
て
と
に
呪

力
が
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

 
な
お
、
雄
略
天
皇
九
年
七
月
の
、
 
「
其
明
旦
、
赤
玉
変
爲
二
土
馬
一
。
」
 
（
上

四
八
五
）
と
い
う
、
河
内
国
で
の
不
可
思
議
な
事
件
が
記
さ
れ
て
い
る
。
赤
い

駿
馬
に
乗
っ
た
人
に
、
吊
輪
と
い
う
男
が
、
自
分
の
聰
馬
を
か
え
て
も
ら
い
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
に
ま
ド

夜
、
鞍
を
お
ろ
し
、
秣
を
か
い
、
翌
朝
見
る
と
、
そ
れ
が
土
穿
に
変
じ
て
い
た

と
い
う
。
不
思
議
に
思
い
、
赤
い
駿
馬
に
乗
っ
た
人
に
会
っ
た
応
神
陵
を
探
し

（7）



F
'

て
み
る
と
、
自
分
の
聰
馬
が
土
製
の
間
に
い
た
の
で
、
赤
駿
が
変
じ
た
土
馬
之
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交
換
し
て
置
い
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
埴
輪
起
源
説
話
と
い
う
こ
と
で
、
埴

輪
の
色
が
、
多
く
赤
い
土
色
な
の
で
、
こ
の
場
合
も
赤
駿
と
し
た
の
で
あ
ろ
う

が
、
や
は
り
、
 
”
赤
〃
と
い
う
色
で
わ
ざ
わ
ざ
表
現
し
て
い
る
の
は
、
ま
ず
、

は
に
ま

土
馬
が
生
き
た
馬
に
変
じ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
土
馬
に
変
る
、
と
い
う
奇
怪
な
力

を
持
つ
こ
と
を
示
す
た
め
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
上
代
の
人
び
と
は
、
 
「
赤
土
」
、
 
「
赫
」
、
 
「
丹
」
な
ど
の

塗
・
顔
料
を
含
め
た
、
赤
”
と
い
う
色
に
、
呪
的
、
霊
的
、
神
秘
的
な
力
が
あ

る
と
信
じ
、
畏
怖
の
念
を
も
抱
い
た
こ
と
を
、
諸
作
品
を
と
お
し
て
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

 
ω
前
記
の
よ
う
に
、
上
代
に
は
、
原
始
宗
教
的
な
素
朴
な
感
情
を
抱
い
て
い

た
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
、
こ
れ
を
概
念
的
に
、
色
彩
”
と
し
て

把
握
す
る
よ
う
に
な
る
よ
ヶ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
万
葉
集
の
、
「
麻
可
祢
布
久
」

余
布
能
麻
昌
吉
乃
 
伊
呂
傘
得
且
 
伊
波
奈
久
能
未
曽
 
安
我
古
謡
良
久
波
L

（
1
4
三
五
六
〇
）
の
よ
う
に
、
鉄
を
精
錬
す
る
丹
生
の
「
ま
そ
ほ
」
の
色
が
、

人
目
に
つ
き
や
す
い
よ
う
に
一
滴
に
わ
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
は
口
に
出
し
て

言
わ
な
い
だ
け
で
す
、
私
の
恋
し
て
い
る
こ
と
は
。
と
い
っ
た
作
。
ま
た
、

「
散
頬
相
 
色
者
不
出
 
小
文
 
心
中
 
吾
平
名
君
」
（
1
1
二
五
二
三
）
、
も
同
様

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
 
「
色
に
出
づ
」
を
導
き
出
す
序
の
中
に
、

「
眞
朱
」
、
 
「
丹
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。
 
「
色
に
出
づ
」
は
、
自
分
が
相
手
を

思
う
、
そ
の
恋
情
が
包
み
か
く
し
き
れ
ず
に
、
顔
色
に
出
て
、
恋
し
く
思
う
心

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

情
が
表
面
に
あ
ら
わ
れ
、
周
囲
の
人
た
ち
に
も
そ
れ
と
気
づ
か
れ
る
よ
う
な
状

態
に
な
る
の
を
意
味
・
し
て
い
る
。
こ
の
本
旨
の
「
い
う
に
出
づ
」
を
、
 
。
い

ろ
”
即
ち
、
色
彩
に
よ
っ
て
導
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
 
一
面
、
こ
れ

，
は
、
 
「
眞
朱
」
、
 
「
丹
ト
と
い
う
も
の
を
、
い
わ
ゆ
る
”
色
彩
”
と
し
て
認
識

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
と
も
言
え
る
。
こ
う
し
た
、
序
の
中
で
、
直
接
、
本
旨

を
引
き
出
す
た
め
に
と
り
上
げ
ら
れ
る
色
は
、
例
え
ば
、
「
紅
之
 
色
莫
出
島
」

 
（
4
六
八
三
）
、
 
「
三
津
之
黄
土
 
色
出
而
」
 
（
1
1
二
七
二
五
）
、
 
「
紫
．
我

下
紐
乃
 
業
余
不
出
」
 
（
1
2
二
九
七
六
）
の
よ
う
な
、
紅
、
黄
土
、
三
等
の
色

で
あ
る
。
紅
は
、
 
「
三
余
三
布
」
 
（
1
9
四
＝
二
九
）
の
よ
う
に
、
物
に
映
発
す

る
よ
う
な
美
し
い
色
彩
、
黄
土
も
、
 
「
岸
乃
黄
土
 
余
保
上
身
黙
坐
」
・
（
6

 
一
〇
〇
ご
）
の
よ
う
に
、
着
物
な
ど
に
染
め
つ
け
て
行
こ
う
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
鮮
や
か
な
色
、
紫
は
、
 
「
紫
 
絵
色
素
藻
 
花
々
香
殖
」
（
1
2
二
九
九
三
）

の
よ
う
に
華
や
か
な
色
。
い
ず
れ
も
、
い
わ
ば
、
色
と
言
え
る
よ
う
な
、
色
ら

し
い
色
彩
が
選
ば
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
 
「
丹
」
も
「
眞
朱
」
も
、
こ
う
し
た

 
一
連
の
性
格
の
色
彩
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
と
お
し
て
も
、
”
色
彩
”

と
し
て
は
っ
き
り
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
「
山
去
冬
 
宇

随
乃
眞
赤
土
 
左
矧
中
高
 
曽
許
裳
悪
人
之
 
吾
乎
言
直
黒
」
（
7
＝
二
七
六
）

の
「
眞
赤
土
」
と
い
う
赤
色
顔
料
を
詠
じ
た
こ
の
作
は
、
大
和
の
宇
随
の
「
眞

赤
土
」
が
衣
に
「
丹
」
色
に
着
い
た
な
ら
、
そ
れ
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
た
ち
の
問
の
こ
と
に
つ
い
て
も
、
皆
が
あ
れ
こ

れ
と
噂
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
意
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
讐
喩
歌

で
あ
り
、
題
詞
に
よ
れ
ば
、
 
「
赤
土
」
に
寄
せ
て
自
分
の
思
い
を
陳
べ
て
い
る

作
で
あ
る
。
 
「
眞
赤
土
」
の
さ
「
丹
」
着
く
と
い
う
の
は
、
男
が
相
手
の
女
性

と
結
ば
れ
る
こ
と
の
讐
喩
で
あ
る
。
こ
の
表
現
は
、
 
「
色
に
出
づ
」
と
同
じ

く
、
周
囲
の
人
び
と
に
は
っ
き
り
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
「
眞
赤
土
」
が
さ
「
丹
」
着
く
、
と
表
現
し
て
い
る
の
を
み
る
と
、
両

者
は
ほ
ぼ
同
色
と
い
う
こ
と
も
出
来
、
目
立
つ
色
、
い
わ
ば
、
色
彩
ら
し
い
色

（8）



と
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

 
こ
の
よ
う
に
、
主
と
し
て
相
聞
の
作
の
、
序
に
み
ら
れ
る
「
眞
朱
」
、
「
丹
」
、

「
眞
赤
土
」
な
ど
の
離
・
塗
料
の
．
赤
多
は
、
 
「
色
に
出
づ
」
、
す
な
わ
ち
、

視
覚
に
鮮
や
か
に
う
つ
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
色
の
性
格
を
捉
え
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
、
 
「
色
彩
」
と
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
色
の
性
質
を
も
探

る
段
階
に
到
っ
た
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

 
㈲
さ
ら
に
、
上
代
の
人
び
と
は
、
顔
料
を
含
め
て
の
”
赤
”
に
、
美
的
な
意

識
を
抱
く
よ
う
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
讃
え
ば
、
古
事
記
屠
、

「
阿
加
筆
麻
波
 
衰
佐
閑
比
翼
礼
仔
 
斯
良
多
軸
能
 
岐
美
何
余
曽
比
斯
 
多

布
斗
久
阿
理
祁
理
」
 
（
一
四
六
）
．
と
歌
わ
れ
、
赤
い
玉
は
、
そ
れ
を
貫
く
緒
さ

え
も
光
り
輝
く
、
と
詠
じ
、
玉
の
”
赤
》
に
美
的
な
意
識
を
抱
い
て
い
る
。
こ

れ
は
、
日
本
書
紀
の
、
 
「
阿
朝
母
材
廼
、
比
煮
干
播
阿
利
登
、
．
比
都
血
気
颯

耐
己
（
上
一
八
一
）
も
ほ
ぼ
同
義
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
…
…
美
都
具
理
能
那
迦

都
延
能
本
都
毛
薄
々
迦
良
嚢
登
費
蓑
倶
邪
佐
佐
器
世
界
斯
那
」
（
二
四
四
ゾ

と
い
う
古
事
記
の
歌
謡
、
 
「
禰
省
電
利
能
、
那
伽
菟
曳
能
、
府
保
語
茂
利
、
剛

旧
例
藍
鳩
等
洋
、
伊
二
佐
無
腰
漏
壷
。
」
（
上
三
六
九
）
と
い
う
紀
の
歌
謡
、
い

ず
れ
も
、
橘
の
実
の
赤
味
が
か
っ
た
色
を
そ
の
ま
ま
髪
長
比
爵
の
容
貌
の
讃
辞

と
レ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
．
赤
〃
に
美
的
な
感
情
を
よ
せ
て
い
る
例
が
見
ら

れ
る
。
万
葉
集
に
も
、
 
「
左
耳
痛
篇
章
君
」
 
（
1
6
三
八
＝
）
、
「
散
追
夜
話

君
」
 
（
1
6
三
八
＝
二
）
、
 
「
丹
因
子
等
」
 
（
1
6
三
七
九
｝
）
、
 
「
狭
丹
頬
相
応

大
王
」
 
（
3
四
二
〇
）
、
 
「
丹
頬
経
君
」
 
（
1
1
二
五
一
＝
）
，
、
・
「
野
釣
相
君
」

（
1
3
三
二
七
六
）
、
［
左
丹
頬
経
妹
」
（
1
0
一
九
一
一
）
、
「
丹
頬
合
妹
」
（
1
0

．
一
九
八
六
）
な
ど
、
「
丹
」
と
い
ヶ
色
に
よ
る
「
丹
つ
ら
ふ
」
「
さ
丹
つ
ら
ふ
」

と
い
う
用
語
が
、
野
・
女
の
讃
辞
と
し
て
、
常
套
的
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ

上
代
の
赤
-
顔
料
を
主
に
一

れ
は
、
 
「
吾
等
恋
 
矧
三
面
」
（
1
0
二
〇
〇
三
）
や
、
「
久
礼
奈
爲
能
師
君
恥

意
母
提
乃
宇
倍
軍
」
 
（
5
八
〇
四
）
の
よ
う
に
、
紅
顔
と
同
じ
で
、
．
美
し
い
容

貌
を
讃
嘆
す
る
意
か
ら
「
丹
」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ
π
と
考
え
ら
れ
る
。

祝
詞
に
は
、
 
「
…
…
長
御
食
能
遠
御
食
登
、
赤
丹
穂
爾
聞
食
故
、
」
（
祈
年
祭
）

 
（
三
九
二
）
、
そ
の
他
、
廣
瀬
大
忌
祭
（
三
九
八
）
、
竜
田
風
神
祭
（
四
〇

〇
）
、
六
月
月
次
針
鴎
朗
（
四
一
四
）
、
申
臣
寿
詞
（
四
六
二
）
な
ど
に
、
食
事
、

と
く
に
、
「
悠
紀
・
主
基
」
の
黒
酒
・
白
酒
を
召
し
上
っ
て
、
天
皇
の
お
顔
が

赤
ぐ
な
る
、
そ
れ
を
「
赤
丹
穂
」
と
の
べ
て
讃
辞
と
し
て
い
る
の
も
同
様
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
 
「
赤
玉
能
御
阿
加
良
溝
前
、
」
（
出
雲
国
造
神
賀
詞
）
（
四
五
四
）

も
同
意
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
万
葉
集
の
、
 
「
果
羅
引
 
色
妙
子
」
 
（
1
0
一
九
九

九
）
の
よ
う
に
、
紅
顔
を
「
朱
」
で
表
現
し
、
そ
れ
を
．
絶
し
多
と
い
う
美
的

用
語
で
た
た
え
て
い
る
の
も
、
あ
る
い
は
「
丹
管
士
乃
將
薫
時
能
」
（
6
九
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
7

 
一
）
の
よ
う
に
、
郷
燭
の
花
の
「
丹
」
色
を
、
 
。
に
ほ
ふ
”
と
い
う
、
前
に
も

記
し
た
よ
う
に
、
あ
た
り
に
映
発
す
る
程
の
美
を
意
味
す
る
用
語
で
形
容
し
て

い
る
の
も
、
ま
た
、
 
「
羅
丹
毒
蚊
経
 
色
丹
名
着
來
 
紫
之
」
（
1
6
三
七
九
一
）

の
よ
う
に
、
紫
の
色
の
「
丹
」
の
よ
う
に
、
赤
味
が
か
っ
て
い
る
の
を
“
な
つ
か

し
「
と
い
う
美
的
讃
辞
で
示
し
て
い
る
の
も
、
い
ず
れ
も
、
 
「
丹
」
や
「
朱
」

な
ど
の
赤
い
色
に
美
的
な
意
識
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
う
し
た
例

は
少
な
く
な
い
。
な
お
、
 
「
見
渡
余
…
…
左
丹
染
之
 
小
舟
毛
鴨
 
玉
纏
之

小
桜
毛
鴨
」
 
（
1
3
三
二
九
九
）
や
、
 
「
乾
坤
之
…
…
天
漢
…
…
其
穂
船
乃
 
櫓

丹
裳
舳
丹
裳
 
船
装
」
 
（
1
0
二
〇
八
九
）
、
あ
る
い
は
、
，
「
牽
・
半
者
 
織
女
等

：
ゲ
…
青
三
余
 
望
●
者
多
要
奴
 
白
雲
傘
 
溜
者
尽
奴
-
卍
…
佐
丹
塗
之
 
小
船

毛
賀
茂
 
玉
纏
之
 
真
可
伊
毛
我
母
」
 
（
8
一
五
二
〇
）
9
の
よ
ヶ
な
、
舟
の
塗

．
色
と
し
て
、
 
「
丹
」
や
「
そ
ほ
」
が
よ
ま
れ
て
い
る
が
、
、
玉
で
ま
じ
た
擢
な
ど

（9）
4

、



と
と
も
に
、
七
夕
の
空
想
世
界
の
美
を
表
現
す
る
た
め
の
も
の
で
、
波
の
青
，

や
、
雲
の
白
を
背
景
に
、
華
麗
な
い
う
ど
り
と
し
て
、
．
「
丹
」
や
「
そ
ほ
」
を

天
上
の
恋
の
場
の
美
的
形
象
に
役
立
て
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

 
さ
ら
に
、
他
に
も
、
こ
の
よ
う
な
、
他
の
色
彩
と
対
照
・
対
比
さ
せ
な
が
ら

．
赤
”
に
さ
ち
に
美
的
な
表
現
へ
の
役
割
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
例
が
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
風
土
記
の
、
・
「
海
即
青
波
浩
行
 
陸
是
丹
霞
空
心
」

 
（
常
陸
国
）
 
（
五
八
）
の
よ
う
な
、
海
の
波
の
青
に
、
陸
の
霞
の
「
丹
」
を
対
・

比
さ
せ
て
、
美
し
く
文
を
飾
っ
た
例
も
あ
る
。
ま
た
、
漢
詩
集
で
あ
る
が
、
西

風
藻
に
も
、
 
「
小
山
丹
桂
。
流
二
彩
別
愁
之
篇
一
。
長
坂
紫
蘭
。
散
二
酸
同
心
之

三
一
。
」
 
（
一
一
八
）
、
 
「
紫
殿
連
珠
絡
。
丹
堀
萱
ハ
草
榮
。
」
 
（
一
四
三
）
、

「
需
蘭
白
露
未
催
臭
。
三
三
丹
霞
自
有
芳
。
」
 
（
一
五
四
）
、
「
笛
浦
回
丹
鳳
。

琴
四
這
錦
鱗
。
」
 
（
一
八
○
）
の
よ
う
に
、
「
丹
」
柱
と
紫
蘭
、
．
紫
殿
と
「
丹
」

堤
、
，
白
露
と
「
丹
」
霞
、
 
「
丹
」
鳳
と
錦
鱗
、
い
ず
れ
も
、
 
「
丹
」
を
用
い
て

他
の
色
ど
の
配
色
で
よ
り
一
層
の
美
を
創
造
す
る
意
図
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
、
外
来
の
文
飾
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
た
く
み
に
自
己
の

、
も
の
と
し
て
と
り
入
れ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
人
び
ど
が
、
「
丹
」
と
い
う
顔

料
の
”
赤
”
色
に
美
的
な
意
識
を
抱
い
て
い
た
か
ら
と
言
え
よ
う
。
と
く
に
、

万
葉
の
、
 
「
級
照
 
片
足
羽
河
之
 
左
丹
塗
 
大
橋
之
上
從
 
紅
 
赤
裳
数
十

引
 
山
藍
用
 
摺
衣
服
而
 
直
証
 
伊
渡
爲
児
者
 
若
草
乃
 
夫
香
有
良
武

橿
実
之
 
独
欺
將
宿
 
問
巻
乃
 
欲
爵
号
之
 
家
学
不
知
久
」
 
（
9
一
七
四

二
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
橋
，
の
「
丹
」
塗
の
”
赤
”
は
、
他
の
、
紅
、
赤
、

出
藍
摺
の
色
な
ど
と
と
も
に
、
絵
画
的
な
色
合
を
創
造
し
得
て
お
り
、
，
夫
が
い

る
の
か
、
独
身
な
の
か
、
そ
れ
を
聞
き
た
く
な
る
程
の
女
性
の
美
を
、
 
一
層
た

か
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
 
「
白
雲
乃
…
…
竜
田
道
之
 
岳
辺
乃
路

傘
 
丹
警
士
乃
 
将
薫
時
能
 
桜
花
 
将
当
時
奪
」
 
（
6
九
七
一
）
の
、
騨
燭

の
赤
く
燃
え
る
よ
う
な
「
丹
」
の
色
は
、
欄
漫
と
咲
き
ほ
こ
る
桜
花
の
い
う
ど

り
と
共
に
、
春
の
野
山
の
華
や
か
な
美
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て
作
者
は
と
り

上
げ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
「
丹
」
は
、
前
に
も
の
べ
た
”
薫
は
む
”
ば
か
り

の
美
し
さ
で
あ
る
と
賞
讃
し
て
い
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
塗
・
顔
料
を
含
め
て
の
”
赤
”
は
、
上
代
の
人
び
と
の
美
的

情
感
を
育
て
て
行
き
、
輝
く
程
の
、
映
発
す
る
よ
う
な
、
華
や
か
な
鮮
や
か
な

色
ど
し
て
感
じ
と
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
象
の
賞
讃
の
辞
と
し
て
役
立
て
ら
れ

る
に
い
た
る
の
で
あ
る
。

 
、 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
∈

 
上
代
の
人
び
と
は
、
 
”
赤
”
の
色
、
と
く
に
顔
料
の
類
に
、
神
の
威
力
、
呪

的
な
力
を
感
じ
と
っ
て
い
た
。
も
と
よ
り
、
こ
れ
は
、
世
界
の
民
族
共
通
の
感

情
と
も
言
え
る
も
の
で
、
我
国
で
も
こ
れ
を
共
有
し
て
い
た
と
い
う
べ
き
か
も

し
れ
な
い
。
．
赤
”
い
顔
料
を
身
体
に
塗
り
、
あ
る
い
は
、
人
骨
に
、
埴
輪
に
、

洞
窟
の
壁
画
に
、
石
棺
に
塗
り
描
い
た
の
も
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
 
”
赤
〃
は
、
血

あ
る
い
は
火
の
色
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
神
聖
視
さ
れ
、
原
始
宗
教
的
な
呪

術
的
な
霊
力
を
も
つ
も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
自
然
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
に
お
い
て
も
、
神
性
に
よ
る
造
化
の
妙

は
感
動
を
よ
び
お
こ
し
、
お
の
ず
か
ら
そ
れ
が
讃
え
る
こ
と
に
転
じ
て
行
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
感
受
性
の
強
い
上
代
の
人
び
と
は
、
自
然
や
物
の
色
の

”
赤
”
に
、
き
わ
め
て
鮮
明
な
、
華
麗
な
美
的
情
感
を
抱
く
に
至
る
よ
う
に
な

る
。 

仏
教
が
渡
来
し
て
か
ら
、
壮
厳
、
目
を
う
ば
う
美
を
、
寺
院
建
築
、
仏
像
等

C10）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注
2
8

の
装
飾
に
あ
ら
わ
し
、
こ
れ
に
多
く
の
．
赤
〃
の
顔
・
塗
料
を
あ
て
た
。
中
国

文
学
が
舶
来
さ
れ
る
と
、
こ
れ
を
学
び
、
そ
の
文
飾
技
法
を
模
倣
し
て
、
顔
料

の
”
赤
”
を
も
っ
て
、
-
色
感
鮮
や
か
に
美
的
に
漢
詩
文
を
創
作
し
よ
う
と
し

た
。
い
ず
れ
も
こ
う
し
た
こ
と
は
、
本
来
の
日
本
民
族
の
固
有
の
感
情
・
情
感

が
、
外
来
文
化
に
ふ
れ
て
触
発
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
コ

 
以
上
の
よ
う
に
、
原
初
の
時
代
か
ら
最
も
人
間
に
か
か
わ
り
深
か
っ
た

”
赤
”
、
と
く
に
、
顔
料
の
ぞ
れ
が
、
い
わ
ば
、
原
始
的
な
宗
教
的
な
意
識
に

よ
っ
て
、
呪
力
を
も
つ
も
の
と
し
て
信
じ
ら
れ
た
が
、
次
第
に
、
 
”
色
彩
〃
と

し
て
概
念
的
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
美
的
な
情
感
が
抱
か
れ

る
に
い
た
る
よ
う
で
、
人
と
．
色
彩
”
と
の
か
か
わ
り
、
言
い
か
え
れ
ば
、
人

間
の
生
き
方
と
共
に
や
は
り
色
も
生
女
て
い
く
、
そ
の
生
き
た
色
の
姿
を
上
代

の
種
々
の
文
献
を
背
景
止
し
、
さ
ら
に
文
学
作
品
を
と
お
し
て
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

  注
3 2 1548 7 6

市
毛
勲
「
朱
の
考
古
学
」
・
（
雄
山
閣
 
昭
和
5
0
・
1
）
三
五
頁

注
1
と
同
書
 
四
頁

和
周
清
・
石
原
道
博
編
訳
「
魏
志
和
人
伝
」
 
（
岩
波
書
店
 
昭
和
3
1
．

6
）

注
3
と
同
書

小
著
「
日
本
文
学
色
彩
用
語
集
成
-
上
代
一
1
」
 
（
笠
間
書
院
 
昭
和

55

E
3
）

注
1
と
同
書
 
三
・
一
頁

注
5
と
同
書
 
 
「
色
彩
用
語
解
説
」
に
詳
し
，
い
。

注
1
と
同
書
 
三
二
～
三
五
頁

上
代
の
赤
 
-
顔
料
を
主
に
一

91012 1116 15 14 1318 1725 24 23 22 21 20 19

上
村
六
郎
「
上
代
文
学
に
現
れ
た
る
色
名
色
彩
並
に
染
色
の
研
究
」

（
綜
採
血
 
昭
和
3
2
・
7
）
三
〇
頁

小
著
「
日
本
文
学
色
彩
用
語
集
成
一
中
古
…
」
 
（
笠
間
書
院
 
昭
和
5
2

・
4
）
に
詳
し
い
。

別
稿
「
「
佛
造
る
眞
朱
足
ら
ず
は
」
に
関
し
て
」
に
詳
し
い
。
辱

六
国
史
索
引
の
続
日
本
紀
索
引
に
よ
る
。
な
お
、
」
丹
塗
郡
（
陸
奥
）

（
和
銅
六
・
十
二
・
二
、
神
亀
五
・
四
・
十
一
）
も
見
え
、
こ
れ
も
赤

色
顔
料
産
出
の
地
名
と
考
え
ら
れ
る
。

注
1
と
同
書
 
九
一
頁

注
1
と
同
書
 
九
三
頁

注
1
と
同
書
 
三
六
、
三
八
頁
な
ど

和
島
誠
一
「
古
墳
文
化
の
変
質
」
 
（
岩
波
講
座
 
日
本
歴
史
2
 
古
代

2
）
 
（
岩
波
書
店
 
兜
・
6
）
一
六
四
、
一
六
五
頁

サ
ン
ケ
イ
．
昭
和
6
0
年
9
月
2
6
日

山
鹿
市
立
博
物
館
-
山
鹿
市
鍋
田
二
〇
八
五
（
鵬
3
．
m
）
で
見
学
さ
せ

る毎
日
新
聞
 
昭
和
6
1
年
7
月
1
5
日

注
1
と
同
書
 
三
頁

注
1
と
同
書
 
五
頁

池
田
源
太
「
伝
承
文
化
論
放
」
 
（
角
川
書
店
 
昭
和
3
8
・
7
）

「
古
事
記
 
祝
詞
」
 
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
一
一
五
五
頁
頭
注

注
2
3
と
同
書
 
一
六
一
頁
頭
注

ウ
ケ
ヒ
狩
は
、
狩
で
賭
を
し
て
、
戦
の
勝
否
を
う
ら
な
う
こ
と
（
日
本

書
紀
 
上
三
四
三
頁
頭
注
）
。
ウ
ケ
フ
は
あ
ら
か
じ
め
A
B
二
つ
の
事

（11）
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態
を
予
測
し
、
現
実
に
A
が
起
れ
ば
神
意
は
A
に
あ
り
、
B
が
起
れ
ば

神
意
は
B
に
あ
る
と
、
前
以
っ
て
定
め
て
お
き
、
実
際
に
起
っ
て
く
る

事
態
を
見
て
、
神
意
の
所
在
を
判
断
す
る
こ
と
（
日
本
書
紀
 
上
 
補

注
五
五
九
頁
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

日
本
書
紀
上
四
八
六
頁
頭
注

小
稿
「
「
に
ほ
ふ
」
致
」
（
文
学
・
語
学
 
第
5
3
号
 
昭
和
必
・
9
）
、

小
稿
「
「
に
ほ
ふ
」
と
「
う
つ
ろ
ふ
」
と
一
大
伴
家
持
に
お
け
る
一
」

（
国
語
と
国
文
学
 
4
6
巻
第
1
2
号
 
昭
和
必
・
1
2
）
に
詳
し
い
。

注
1
1
と
同
諭
文

典
嫁
文
献

「
古
事
記
」
、
「
祝
詞
」
、
「
日
本
書
紀
」
、
「
風
土
記
」
、
「
懐
風
藻
」
、

「
万
葉
集
」
は
い
ず
れ
も
日
本
古
典
文
学
大
系
本
。

「
続
日
本
紀
」
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
。

「
正
倉
院
文
書
」
は
大
日
本
古
文
書
一
～
二
十
五
。

こ
れ
ら
の
文
献
の
詳
細
鳳
、
小
著
の
注
5
と
同
書
、
及
び
「
日
本
文
学
色
彩

用
語
集
成
一
上
代
二
一
」
（
笠
間
書
院
 
昭
和
6
1
・
6
）
に
記
載
し
て
あ
る
。

（12）

卜


